
平
成
2
7
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
を
推
進

灯
油
購
入
助
成
券・多

子
世
帯
応
援
商
品
助
成
券
を
交
付

人
材
育
成
・
村
お
こ
し
事
業
を
募
集

通
学
助
成
金
を
交
付
、奨
学
資
金
を
貸
与
　

各
種
手
当
の
支
給
額
が
改
定

軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正
に
つ
い
て
　

町
税
・
保
険
税
・
保
険
料
の
納
期
に
つ
い
て

新
し
い
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
ご
利
用
に
つ
い
て

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
モ
ニ
タ
ー
募
集

各
種
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て

若
桜
学
園
教
職
員
人
事
異
動

　
３
月
26日

（
木
）、
開
園
２
年
目
と
な
る
「
わ
か
さ
こ
ど
も
園
」
の
卒

園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
新
た
な
旅
立
ち
を
祝
福
す
る
よ
う
な

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
11名

の
園
児
が
卒
園
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
派
に
成
長
し
た
園
児
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
抱
き
な

が
ら
、
新
生
活
へ
と
巣
立
ち
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し
た
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　庁舎耐震補強、省エネ効果のため窓サッシの取替を行います。

　村づくりにつながる活動支援を目的に全集落に交付します。

　震災復興支援のため被災地の支援を行います。

　IP告知端末の活用と設備の維持管理を行います。

　テレビ放送受信困難地域の施設整備助成を行います。

　集落の外灯の新設・改修などに助成します。

　集落の支え合い、活性化の取り組みを支援します。

　韓国平昌郡との友好交流の推進、職員派遣を行います。

　本町への移住定住を促進するため、移住者居住施設整備、空き
家再生助成、移住者住宅新築などの助成を行います。

　線路などの鉄道施設の管理、地域おこし協力隊の配置などを行
います。

　町営バスの運行、バスターミナル管理、諸鹿線や広域路線バス
に運行費用を助成します。

　ふるさと納税寄付者に地域の特産品を贈呈し、本町のＰＲを行い
ます。

（注）（　）内の割合は総額に対するものです。

商　工　費
消　防　費
議　会　費　
予　備　費
災害復旧費

民生費
8億1,593万9千円
（24.4％）

公債費
3億1,923万6千円（9.6％）

総務費
6億7,219万3千円
（20.1％）

農林水産業費
4億1,702万2千円（12.5％）

衛生費
1億6,457万4千円（4.9％）

1億4,929万4千円（4.5％）
9,255万7千円（2.8％）
6,571万6千円（2.0％）
257万3千円（0.1％）

90万円（0.0％）

土木費
3億5,373万5千円（10.6％）

教育費
2億8,226万1千円（8.5％）

歳出

600万円 　資源ゴミ回収やゴミ減量化の推進、生ごみ処理機の貸し出し、
ゴミ減量化モデル地区への助成を行います。

　ゴミの収集や処理を適正に行い、公衆衛生の向上と環境の保全
に努めます。

　インフルエンザ、定期予防接種、肺炎予防を対象に助成します。

　各種がん検診、健康教育、健康相談や生活習慣病の予防、自殺
予防対策を推進します。

　肝臓疾患の早期発見対策、肝臓病予防についての啓発を行います。

　消防団、自警団の活動支援や、各自治会の消防設備の維持管理・
備品購入助成を行います。

　有事に備え備蓄物資の管理と防災備蓄倉庫管理を行います。ま
た、防災専門員の配置を行います。

　住宅耐震に伴う診断、設計、改修費用を助成します。
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　消費生活相談、啓発活動を行います。

　自宅で介護されている方に年額６万円の支援金を支給します。

　生活困窮者の自立支援を図ります。

　長寿をお祝いするとともに、明るく健康で豊かな生活を願い、記
念品を贈呈します。

　高齢者世帯の雪下ろし費用を助成します。

　高齢者の就業を支援し、社会参加と生きがいづくりを推進します。

　地域住民の地域での暮らしをトータルで支援する体制構築を行
います。

　障がい者、ひとり親家庭などへ医療費を助成することで、健康の
維持、生活の安定を図ります。

　障がい者の方を援助・保護し、障がい者福祉の促進や障がいの
ある方の自立を支援します。

　子育て相談など子育て支援の充実を図ります。

　中学校課程修了までの子どもの保護者に手当を支給し、生活の
安定、児童の健全な育成を図ります。

　ひとり親家庭の生活安定と経済的自立を支援します。

　被保護者の生活保障と経済的自立を支援します。

　わかさこども園の管理運営、保育料無償化を行います。

地方交付税
18億4,000万円
（55.2％）

歳入依
存
財
源（
82
.5
％
）

町　　税
2億3,073万1千円（6.9％）

その他
2億8,350万5千円（8.4％）

繰越金
7,053万3千円（2.1％）

自主財源（17.5％）

国県支出金
5億8,961万4千円（17.7％）

町　　債
2億3,343万9千円（7.0％）

譲与税・交付金
8,817万8千円（2.7％）

33億3,
　支援員（元教員、地域協力者）の指導により、地域の児童、生
徒の学力向上を支援します。

　若桜学園の１年生と７年生に教育費として１万円を支給します。

　宿内のカリヤ通り、町並みなど伝統的建造物群保存地区選定に
向けた調査などを行います。

　若桜学園小・中学校の児童、生徒のスキーリフト券購入を助成
します。

　旧若桜小学校跡地をグラウンドゴルフコースなどとして活用します。

　若桜学園に通学するバス定期券・回数券と７年生にヘルメット・
安全タスキを支給します。また、若桜鉄道及び日本交通の定期券
を購入した高校生に、通学支援として月額７千円の通学助成金を支
給します。

　若桜学園児童が平昌郡蓬
ポン

坪
ピョン

初等学校を訪問し、交流を深めます。

　子育て支援として町が給食費の１／２を負担し、保護者負担の軽
減を図ります。

　児童、生徒の心身の健全な発達に資するため、食育、地産地消
の推進に努め、安心安全な学校給食を提供します。
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　中山間地域等直接支払制度、多面的機能直接支払制度、農地中
間管理事業、特産品開発支援を行います。また、青年就農の支援
や意欲的な農業者などが行う規模拡大や低コスト化、棚田保全へ
の支援、若桜町農業再生協議会への補助金、農業指導専門員を配
置して農業施策を推進します。

　野生鳥獣による農林産物への被害を防止するため、電気柵やト
タンなどの設置費用を助成します。また、獣肉解体処理施設の管
理運営を行い、獣肉を生産します。

　水田営農を推進するため、生産者などに各種助成を行います。

　水路、区画整理、農地畦畔芝生化などを行います。

　吉川地区の一筆地調査を実施します。

　町有林の間伐、間伐などの助成を行います。

　森林施業の効率化を図るため、作業道整備への助成を行います。

　木材の搬出、利用促進による若桜材のブランド化を推進します。

　バイオマス資源の地域内循環システムを構築するため、木質バ
イオマスボイラー導入モデル調査を行います。

　木質バイオマス燃焼機器導入を推進し、資源の地域内循環を図
ります。

　基幹道の整備を行い、適正な森林整備、林業生産性向上を図り
ます。

　基幹道の改良を行い、利便性の向上と安全確保を図ります。

　諸鹿屋堂羅線、林道根安 米線の整備と既存林道の適正な管理
を行います。

　ヤマメなど稚魚の放流を行い、清流の町をPRします。

　町道の維持補修や除雪を行います。また、除
雪車（８ｔ級）を購入します。

　町道吉川村中２号線改良、町道屋堂羅１号線
外道路照明改良、路面性状調査を行います。

　町営住宅若葉団地10戸の建替を行います。

　移住定住を図るおためし住宅２棟の管理運営
を行います。

　河川の愛護活動を行う団体や自治会に奨励金
を交付します。

特別会計名 予算額 前年度比（％）
国 民 健 康 保 険 事 業 ５億１，６００万円 １０．３
介 護 保 険 事 業 ６億１，９１０万円 ４．９
後 期 高 齢 者 医 療 ５，６９１万円 ０．８
簡 易 水 道 事 業 １億７，７００万３千円 ５１．０
公 共 下 水 道 事 業 ２億５，６７２万２千円 ４７．７
農 業 集 落 排 水 事 業 ８，５６４万１千円 △６．３
赤 松 団 地 造 成 事 業 ７２０万円 △３２．７
財 産 区 造 林 事 業 １，１８６万３千円 ６８．９
住宅新築資金等貸付事業 ９２４万３千円 ４１３．５
索 道 事 業 ５，１１９万７千円 ３９．６

合　計 １７億９，０８７万９千円 １５．３
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　休憩交流処かりやと昭和おもちゃ館の運営・
地域おこし協力隊の配置・チャレンジショップ
運営、企業立地促進、正規雇用促進に助成しま
す。また、小口融資の貸付、便利冊子の発行を
行います。

　若桜町観光協会や鬼っこまつり、花火大会な
どのイベントへ助成し、魅力ある観光地づくり
を目指します。また、民芸品、工芸品の展示施
設（旧中尾邸）の管理委託、庭園整備を行います。

　高原の宿氷太くんやキャンプ場、スキー場
施設などの管理委託を行います。また、鳥取
県などと連携した氷ノ山の活性化に向けた取り
組み、氷太くんの施設改修・体育館 LED取替、
BMW モーターラッド・トレイルレースへの助
成を行います。
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　地方創生：地域の実情に応じた今後５年間の目標や施策の方向、具体的施策をまとめた地方版総合戦
略を作成し、施策の推進を単年度ではなく、計画、実施、評価、改善を繰り返し行い、人口減少に歯止
めをかけ、地方を活性化させていくための施策です。

　国が創設した交付金を活用し、下記の事業に取り組みます。（平成 27 年２月臨時議会で承認）

地方創生【まち・ひと・しごと創生総合戦略】に向けた取組を推進します

事　業　名 内　　　容 事業費（千円）

プレミアム商品券発行事業 商工会などの協力により、プレミアム（25％付）商品券を発行し
ます。 7,500

高齢者等灯油購入支援事業
高齢者のみの世帯、障がい者を含む世帯、ひとり親を含む世帯、生
活保護世帯の生活支援対策を行うため、灯油購入助成券（5 千円 /
世帯）を配布します。

3,705

多子世帯応援商品券支給事業
少子化に歯止めをかけるため、また、多子世帯の子育て費用の負担
軽減を図るため、18 歳未満の第 3 子以降の子がいる世帯を対象に
一世帯当たり 10 千円の子育て商品券を支給します。

520

計 11,725

事　業　名 内　　　容 事業費（千円）

若 桜 町 総 合 戦 略 策 定 事 業
豊富な産業資源、観光資源を有する本地域の特性を踏まえ、良質な
雇用の創出と人口還流の加速による地域の活性化という好循環を生
み出す「若桜町総合戦略（2015 ～ 2019）」を策定します。

5,516

移 住 定 住 促 進 事 業
古い街並みなどの歴史的景観、自然環境の豊かさなどの魅力を PR
し、知名度を高めることにより移住促進を推進し、人口減少対策を
図ります。

5,841

三 世 代 居 住 支 援 事 業 人口減少の要因である若者世帯の町外流出の抑制、U ターン、I ター
ンの促進、独居・高齢者世帯の解消を図り、人口減少を抑制します。 6,300

森林整備促進集落応援事業 集落などが話し合いを進め、一体的な間伐や作業道開設の事業実施
を推進し、若桜材生産量の増加を図ります。 3,000

新 規 創 業、 開 業 促 進 事 業 商工業の振興と事業者の増加を促進するため、新規創業、開業者へ
の支援を行います。 2,000

住 宅 小 規 模 改 修 事 業 居住空間整備の助成を行い、住民負担の軽減を図るとともに転出な
どの減少を図ります。 2,000

外国人観光客誘致促進事業 多言語表記の看板などを整備し、外国人観光客のより一層の誘客を
行います。 8,320

ジ ビ エ 普 及 事 業
農作物に深刻な被害をもたらす鹿、イノシシなどを町内の資源と考
え、販路拡大や特産品としてブランド化するためのイベントを開催
します。

2,000

氷 ノ 山 集 客 促 進 事 業

スキー場、オートキャンプ場、また、抜群のロケーションを誇る氷
ノ山は本町のメイン観光地の１つであり、近年は韓国等登山家の入
込も増加傾向にあることから、より一層の PR を行い韓国などの海
外からの集客促進を行います。

1,448

保 育 料 無 償 化 事 業
子育て支援充実のため保育料の無償化を行い、保護者の経済的負担
を軽減し、安心して子どもを産み、育てやすい環境づくりを推進し
ます。

4,100

計 40,525
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私
た
ち
の
町
を
元
気
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楽
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く
す
る
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の
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を
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待
ち
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て
い
ま
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申
請
に
必
要
な
書
類
（
申
請
書
、
事
業

計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
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５
月
中
旬
頃
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
説
明
）を
行
っ
て
い
た
だ
き
、審
査
の
上
、

事
業
を
決
定
し
応
募
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に
通
知
し
ま
す
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若
桜
町
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以
上
の

個
人
、
主
に
若
桜
町
に
住
所
を
有
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る
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歳
以
上
の
者
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ま

た
は
集
落
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成
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業

　

⑴
人
材
集
団
育
成
事
業

　
 　

町
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
の
人

材
集
団
の
創
設
・
育
成
を
促
進
す
る
た

め
の
研
修
、
運
営
及
び
人
材
育
成
事
業

に
要
す
る
経
費
を
助
成
。

　

⑵
グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
事
業

　

 　

地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
地
域
に
根

ざ
し
た
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
行
う
グ
ル
ー
プ
及
び
集
落
を
助
成
。

２
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援
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町
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
経
費
、
町
外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
経
費
を
助
成
。（
町
外
イ

ベ
ン
ト
は
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携

が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
み
と
す
る
）

３
．
そ
の
他
の
事
業

　

 　

若
桜
町
人
材
育
成
基
金
運
営
委
員
会

で
特
に
地
域
の
振
興
に
資
す
る
と
認
め

ら
れ
た
事
業
。

　

４
月
22
日
（
水
）

　

 

申
請
書
類
様
式
は
下
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

役場ふるさと創生課
　☎（82）2231
　ＩＰ☎9（82）2231
　 （82）0134
ＨＰ／http://www.town.
wakasa.tottori.jp/?page_
id=67

　家計負担軽減と地域経済の振興を目的に、対象となる世帯に「灯油購入助成券」・「多子世帯応援商品
助成券」を交付します。
　対象となる世帯には、５月頃に助成券を送付します。

　下記のいずれかに該当する世帯
　①高齢者（65歳以上）のみの世帯
　② 下記のいずれかに該当する障がい者を含む世

帯
　　・身体障害者手帳1～2級
　　・療育手帳A
　　・精神保健福祉手帳1級
　③ ひとり親（児童扶養手当受給者）を含む世帯
　④生活保護世帯
　　※ 複数該当する場合も助成額は変わりません。

　1世帯につき5,000円

　 同一世帯に18歳未満（平成 9年 4月2
日以降に出生）の第３子以降の子がいる
世帯

※ 県の「とっとり多子世帯応援クーポン券」
の交付対象となる世帯は対象外となります。

　1世帯につき10,000円

☎
お問い合わせ

役場町民福祉課
（８２）２２３３

ＩＰ９（８２）２２３２

灯油購入助成券・多子世帯応援商品助成券を交付します！

平成27年４月 6



　

高
校
生
に
通
学
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

　

奨
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

〜
若
桜
町
奨
学
資
金
貸
与
事
業
〜

　

若
桜
駅
、
若
桜
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま

た
は
若
桜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を

入
手
し
、左
記
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
若
桜
駅
で
定
期
券
を
購
入
す
る
場
合

　

 　

購
入
時
に
申
請
書
を
提
出
す
れ
ば
、
助

成
金
を
差
し
引
い
た
金
額
で
定
期
券
が
購

入
で
き
ま
す
。
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

② 

若
桜
駅
以
外
で
鉄
道
の
定
期
券
を
購
入
す

る
場
合

　

 　

有
効
期
限
１
カ
月
前
か
ら
有
効
期
限
内

に
、
若
桜
駅
窓
口
で
定
期
券
を
提
示
し
た

う
え
で
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
金
は
、
口
座
振
込
に
よ
り
後
日
交
付

し
ま
す
。
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
バ
ス
の
定
期
券
を
購
入
す
る
場
合

　

 　

申
請
書
に
使
用
済
み
の
定
期
券
を
添
付

し
て
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
助
成
金
は
、
口
座
振
込
に
よ
り

後
日
交
付
し
ま
す
。

　

若
桜
駅
以
外
で
鉄
道
・
バ
ス
の
定
期
券
を

購
入
さ
れ
た
場
合
は
、
左
記
の
指
定
日
ま
で

に
申
請
書
を
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
下
宿
・
入
寮
の
場
合
は
、

4
月
30
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
）

① 

4
月
か
ら
6
月
ま
で
に
定
期
券
使
用
期
間

が
終
了
し
た
も
の
…
…
…
7
月
15
日

② 

7
月
か
ら
9
月
ま
で
に
定
期
券
使
用
期
間

が
終
了
し
た
も
の
…
…
…
10
月
15
日

③ 

10
月
か
ら
12
月
ま
で
に
定
期
券
使
用
期
間

が
終
了
し
た
も
の
…
…
…
1
月
15
日

④ 

1
月
か
ら
3
月
ま
で
に
定
期
券
使
用
期
間

が
終
了
し
た
も
の
…
…
…
3
月
31
日

教育委員会事務局
　☎（８２）２２１３ 　　
　ＩＰ☎９（８２）２２１３

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
学
生
の

就
学
を
援
助
し
て
有
能
な
人
材
の
育
成
を
図
る

た
め
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
お
子
さ
ん

で
、
左
記
の
要
件
を
満
た
す
方
に
奨
学
資
金
を

貸
与
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
な
ど
の
状
況
を
審
査
し
て
、

貸
与
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

① 

定
期
券
を
購
入
の
う
え
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
県
内
の
高
等
学
校
な
ど
に
通
学

す
る
高
校
生

② 

県
内
の
高
等
学
校
な
ど
に
下
宿
ま
た
は
入

寮
（
通
学
が
困
難
で
あ
る
た
め
に
す
る
場

合
に
限
る
）
に
よ
り
通
学
す
る
高
校
生

　

月
額
７
，
０
０
０
円
（
定
期
券
の
購
入
期

間
に
応
じ
て
交
付
。
下
宿
ま
た
は
入
寮
の
場

合
は
、
申
請
の
あ
っ
た
月
か
ら
そ
の
年
の
年

度
末
ま
で
交
付
）

① 

大
学
ま
た
は
専
修
学
校
の
専
門
課
程
（
修

業
年
度
が
２
年
以
上
）
に
就
学
し
て
い
る

学
生　

② 

特
に
学
業
成
績
が
良
好
で
、
性
行
が
正
し

い
こ
と

③ 

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
で
あ
る

こ
と

①
若
桜
町
大
学
等
奨
学
資
金
貸
与
申
請
書　

＊
必
ず
連
帯
保
証
人
が
必
要　

②
在
学
証
明
書　

③ 

（
所
得
証
明
書
発
行
に
か
か
る
）
委
任
状

及
び
手
数
料
３
０
０
円
／
通
（
同
一
世
帯

で
所
得
の
あ
る
人
全
て
の
委
任
状
と
手
数

料
が
必
要
）

　

４
月
30
日
（
木
）

　

月
額
２
０
，
０
０
０
円

　

貸
与
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
月
か
ら
大

学
な
ど
の
正
規
の
修
業
年
限
の
終
了
す
る
月

ま
で

　

貸
与
期
間
終
了
後
20
年
以
内
（
奨
学
資
金

は
無
利
子
）

④
下
宿
・
入
寮
の
場
合

　

 　

申
請
書
に
在
学
証
明
書
を
添
付
し
て
教

育
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
助
成
金
は
、
口
座
振
込
に
よ
り
年
３

回
に
分
け
て
交
付
し
ま
す
。

平成27年４月7



☎
お問い合わせ
役場税務課
（８２）２２３４

ＩＰ９（８２）２２３４

軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
か
ら
改
正
後
の
税
率
が
適
用
さ

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
原
付

や
二
輪
車
の
税
率
引
き
上
げ
を
１
年
延
期
し
、
平
成
28
年
度
分
の

軽
自
動
車
税
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

各種手当の支給額が改定されます

　平成 27 年１月に平成 26 年度全国消費者物価指数（対前年比 2.7％）が公表されました。
　これに伴い、物価変動に応じた改定ルールが法律に規定されている手当について、特例水準の段
階的な解消（△ 0.3％）と併せて 2.4％引き上げられることとなり、平成 27 年４月以降の支給月額
は下記のとおり改定されます。

　○児童扶養手当（子１人、全額支給の場合）　　 ４２，０００円（＋９８０円）
　　※所得に応じて支給額は減額されます。

　○特別児童扶養手当　　　　　　　　　　１級　５１，１００円（＋１，２００円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２級　３４，０３０円（＋８００円）
　○特別障害者手当　　　　　　　　　　　　　　２６，６２０円（＋６２０円）
　○障害児福祉手当・経過的福祉手当　　　　　　１４，４８０円（＋３４０円）

それぞれの手当の支給要件に関することなど、ご不明な点は、役場町民福祉課へお問い合わせください。

☎
☎

平成27年４月 8



「話してみよう　韓国語」

１）お会いできてうれしいです。

※「ン」は舌の先を少しかみます。
※「ガプ」は口を早く閉じます。

２）お久しぶりです。

※ 小さい「ム」は、口を閉じた状態でムと発音し
ます。

３）また会いましょう。

※「ナプ」のナは、口を早く閉じます。

４）さよなら。
　　【丁寧語】（見送る人）

　　【親しい関係で使う言葉】

　　【丁寧語】（見送られる人）

　　【親しい関係で使う言葉】

※「ニョン」は、口を開けて
　発音します。

第２回

　若桜町の皆さま、アンニヨンハシムニカ！（こんにちは！）役場の陳　淑子です。第1回目のあいさつ編（１）～（４）は
上手に発音できましたか？おそらく難しかったと思います。毎日練習するとすぐに上達しますので、がんばりましょう！
　第2回「話してみよう　韓国語」では、出会った時と別れる時に使う言葉を紹介します。

平
成
27
年
度

　
町
税
・
保
険
税
・
保
険
料
の
納
期
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
各
税
・
保
険
料
の
納
期
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。
税
・
料
ご
と
に
第
１

期
納
期
の
10
日
前
ま
で
に
納
付
書
を
送
り

ま
す
の
で
、
各
納
期
限
ま
で
に
各
納
税
組

合
ま
た
は
下
記
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
口
座
振
替
に
よ
り
納

付
さ
れ
る
税
金
は
、
振
替
日
の
前
日
ま
で

に
入
金
し
て
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
の
お
す
す
め

・ 

各
納
期
限
日
に
自
動
的
に
口
座
か
ら
引

き
落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、
納
め
忘

れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

・ 

手
続
き
は
、
各
金
融
機
関
の
窓
口
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

・ 

口
座
振
替
や
変
更
の
開
始
月
は
、
金
融

機
関
の
受
付
が
月
の
15
日
ま
で
の
も
の

は
翌
月
以
降
に
、
16
日
以
降
の
も
の
は

翌
々
月
に
到
来
す
る
納
期
か
ら
と
な
り

ま
す
。

・ 

口
座
の
番
号
や
名
義
人
に
変
更
が
生
じ

た
り
、
振
替
の
廃
止
や
納
付
方
法
を
変

更
す
る
場
合
な
ど
は
、　

取
扱
金
融
機
関

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

例
年
、
固
定
資
産
税
第
１
期
の
納
期
は

４
月
（
納
期
限
４
月
末
）
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
平
成
27
年
度
よ
り
、
第
１
期
の
納

期
が
５
月
に
変
更
に
な
り
ま
す
。（
納
期
限

５
月
末
）

　

納
付
書
の
送
付
は
５
月
20
日
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

納付月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 10月 11月 12月 １月 ２月
税目
など

納期限
口座振替日 4月30日 6月1日 6月30日7月31日8月31日11月2日11月30日 12月25日

平成28年
２月１日

平成28年
２月29日

固定資産税 １期 ２期 ３期 ４期
町県民税

（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期

国民健康保険税
（普通徴収）  １期 ２期 ３期 ４期

介護保険料
（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期

後期高齢者医療保険料
　（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期

軽自動車税 全期
☎
お問い合わせ
役場税務課
（８２）２２３４
ＩＰ９（８２）２２３４

鳥取信用金庫
本支店

鳥取いなば
農業協同組合
本支店

鳥取銀行
本支店

山陰合同銀行
本支店

中国５県内のゆうちょ銀行・郵便局
（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県）

役　場
出納室

平成27年４月9



みなさんもごみ減量化を体験してみませんか？

　若桜町では、平成26年度から、ごみの減量化に対する意識向上
を図るために、家庭用生ごみ処理機モニター事業を実施しています。
　モニターの方には、家庭内で出た生ごみの重さを処理前後にはか
り、記録用紙に記入していただきます。

家庭用生ごみ処理機と
電子はかりを
１～３カ月間
貸し出します。

・ 生ごみ処理機の使用により、生
ごみが平均約 20％に減少しま
した。

・ 生ごみの減少量は、４～５人世
帯が約11㎏と多く、生ごみ減
少率は、２人世帯が約 85％で
最多という結果になりました。

・ 生ごみ処理機の操作が簡単で、虫が湧かな
い点もよかった。
・ 音が静かなので、夜中でも安心して処理機を
使用できた。
・ モニター期間中はごみの量が少なくなったの
で、ごみ袋（中）で出していたのが、ごみ袋
（小）で済むようになった。
・ 処理後の生ごみを堆肥としても利用できる点
もよかった。

・ モニター期間１カ月につき、ごみ袋（小）１袋を無償で提供します。
・ 電動式の生ごみ処理機を新たに購入する際の補助金の上限額を
30,000円とします。
※ 通常の補助金の上限額は20,000円です。

☎
お問い合わせ・お申し込み
役場町民福祉課
（８２）２２３３
ＩＰ９（８２）２２３２

☎
お問い合わせ

役場町民福祉課
（８２）２２３３
ＩＰ９（８２）２２３２

新しいストックヤードのご利用について、みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

新しいストックヤードの
利用時間

毎週月曜日～金曜日　９時～ 16 時
（祝日、年末年始を除く）
※ 上記以外のご利用を希望される場合は、希望日の３日前までに役場町

民福祉課へご連絡ください。

持ち込み可能な品目
古紙類（新聞紙、雑誌、段ボール、紙パックなど）
※現在と変更ありません。

役場駐車場の古紙回収倉庫
４月 30 日（木）までご利用できます。
５月１日（金）以降はストックヤードをご利用ください。

新しいストックヤードのご利用は ５月１日 からです

平成27年４月 10



町県民税・介護保険料・国民健康保険税・
後期高齢者医療保険料の年金からの特別徴収（仮徴収）について

◆４月支給の年金より平成 26 年度分の個人町県民税・保険料などの特別徴収（仮徴収）が始まります。
　対象となられる方は下記のとおりです。
　　
　　　・ 当該年度の初日（４月１日）に年金を受給している 65 歳以上の方で、前年中の年金所得によ

る町県民税の納税義務がある方。ただし、「介護保険料が年金から引き落とし（特別徴収）され
ていない方」「引き落とし（特別徴収）される個人住民税額が、老齢基礎年金の額を超える方」
などは引き落とし（特別徴収）の対象とはなりません。

　　
　　　・65 歳以上の被保険者で、特別徴収対象の年金が年額で 18 万円以上の方
　　
　　　下記の条件全てに該当する世帯主の方
　　　・世帯主を含む世帯内の国民健康保険加入者が全て 65 歳以上 75 歳未満 
　　　・介護保険料が特別徴収されている（４月からの予定者も含む）
　　　・特別徴収対象の年金が年額で 18 万円以上 
　　　・介護保険料と国民健康保険税を合計した額が、年金額の２分の１未満 
　　
　　　下記の条件全てに該当する方
　　　・75 歳以上または 65 歳以上 75 歳未満で一定の障がいのある被保険者
　　　・介護保険料が特別徴収されている 
　　　・特別徴収対象の年金が年額で 18 万円以上 
　　　・介護保険料と後期高齢者医療保険料を合計した額が、年金額の２分の１未満

※ 特別徴収対象年金には年金保険者や年金種別による優先順位があるため、年金額が 18 万円以上でも
特別徴収の該当とならない方もあります。

●仮徴収について●
　４、６、８月は町県民税・保険料などの額がま
だ確定していませんので、２月の特別徴収額と同
じ金額で各年金支給月に仮徴収します。（国民健
康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料が
４月から初めて特別徴収の対象となられる方の場
合は前年度の年間保険料額の６分の１相当となり
ます。対象となられる方へは４月上旬に通知書を
お届けします）

●本徴収について●
　６月に前年の所得により年間の町県民税・保険
料などが確定します。（後期高齢者医療保険料につ
いては７月に確定）仮徴収分を差し引いた額を10、
12、２月の３回に分け各年金支給月に本徴収します。 
町県民税・国民健康保険税・介護保険料額の決定通
知書は６月中旬頃お届けします。後期高齢者医療保
険料額の決定通知書は８月中旬頃お届けする予定で
す。

●納付方法の変更について●
　国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料については、申請により特別徴収での納付から口座振替による納
付に変更することが出来ます。口座振替による納付を希望される場合は、事前に金融機関で口座振替の手続き
をして頂き役場税務課の窓口へお越しください。
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若桜町消防団（山根勝団長）
鳥取県知事表彰を受賞
～鳥取県消防団活性化推進表彰～

２月10日火〉〉〉

日本海新聞ふるさと大賞2014表彰式を開催
～若桜町青少年育成アドバイザーの会と大石嵐太くん（若桜学園）が受賞～

地域おこし協力隊員辞令交付式

３月３日火〉〉〉

３月２日月〉〉〉

平成27年４月 12



わかさ氷ノ山スキー場お客様感謝祭

若桜学園卒業証書授与式

３月８日日〉〉〉

３月10日火〉〉〉

　・印　鑑　　　　　・案内ハガキ（既に登録をされている方のみに４月上旬に郵送いたします）
　・注射手数料
　　 3,050円（予防注射　2,500円、注射済票交

付手数料550円）
　・ 新規登録手数料　3,000円（未登録（犬の一

生涯に１回）の場合）
　 ※ 飼犬が死亡した場合は必ず役場町民福祉課

へ届出をお願いします。

　・釣り銭の無いよう、代金を準備してください。
　・犬をリードできる方が連れてきてください。
　・汚物を処理できるものをご用意ください。
　・ 犬の健康状態に不安がある場合は、注射の

前に必ず獣医師へご相談ください。

　・ ６月21日（日）に役場にて補足狂犬病予防集
合注射を予定しています。

　・ 集合注射に来庁できない方は、動物病院で
予防注射を受け、獣医師発行の注射済証明
書を役場町民福祉課に提出し、注射済票の
交付を受けてください。（550円必要です）

月　日 時　　間 会　　場 集　　落

4月20日
（月）

9時30分～9時40分 糸白見山根
製材前 根安・糸白見・大炊・岸野

9時43分～9時48分 須澄バス停前 須澄
9時50分～9時55分 岩屋堂公民館前 岩屋堂

10時05分～10時15分 旧JA鳥取いなば
吉川支店前 吉川

10時25分～10時40分 池田分館前 栃原・中原・加地・大野
10時45分～10時50分 小船広場 寺前・小船
10時55分～11時00分 落折広場 落折

4月21日
（火）

9時30分～9時40分 内町公民館前 寺所・馬場・内町・赤松・
あかまつ団地

9時48分～9時55分 諸鹿バス停前 諸鹿・来見野
10時10分～10時15分 香田バス停前 香田・長砂
10時20分～10時25分 上湯原バス停前 湯原
10時30分～10時35分 渕見バス停前 渕見

4月22日
（水）

10時50分～11時00分 米公民館前 米・茗荷谷

9時30分～9時40分 ふれあい交流
センター前 上高野・高野

9時50分～9時55分 口屋堂羅
公民館前 口屋堂羅・屋堂羅

10時10分～11時00分 役場前 宿内・浅井・若葉団地・三倉
※　最寄りの会場で受けてください。なお、時間励行にご協力ください。

犬の狂犬病予防集合注射を行います

平成27年４月13



☎
お問い合わせ

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９
IP９（８２）２２１４

　

認
知
症
は
、
他
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

若
桜
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
26
年
度
に
か
け
て
各
集
落
を
周
り
、

認
知
症
の
早
期
発
見
・
予
防
啓
発
を
目
的
と
し

た
「
物
忘
れ
予
防

教
室
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

2
年
間
で
40
集

落
（
30
カ
所
）
の

公
民
館
に
出
向

き
、
４
２
８
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

教
室
で
は
、
保

健
師
か
ら
①
認
知

症
に
は
早
期
に
治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
進
行

を
遅
ら
せ
た
り
、
症
状
を
改
善
で
き
る
可
能
性

が
高
く
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
②
予
防
に
効

果
的
な
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
し
が

あ
り
、
そ
の
後
一
人
ず
つ
順
番
に
「
物
忘
れ
相

談
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
使
っ
た
早
期
発
見
の
た
め

の
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

検
査
が
始
ま
る
と
、
皆
さ
ん
が
少
し
緊
張
し

た
表
情
で
、
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
日
記
や
脳
ト
レ
・
散
歩
・

人
と
の
交
流
な
ど
、
普
段
か
ら
予
防
を
意
識
し

た
習
慣
を
と
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
方
も
多
く
、

認
知
症
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
室
へ
の
参
加
が
き
っ
か
け
で
実

際
に
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
、
認
知
症
の
早
期

発
見
へ
と
つ
な
が
っ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
積
極
的
に
予
防
の
た
め
に
サ
ロ
ン
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
認
知
症

の
早
期
発
見
・
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
は
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

元気で長生きするために
　　　　～健康づくり講演会～

　若桜町公民館で「健康づくり講演会」を開催し、町内外から約50
名の方が参加されました。 
　まず、禁煙講演会では「知って得するたばこの常識！」と題して安
陪隆明院長（鳥取市安陪内科医院）のお話しを聞きました。たばこは
嗜好ではなく依存だということ。自分は吸わなくてもたばこの煙で病
気になる（受動喫煙）。禁煙したらこんないいことがあるというプラス
思考にすること。などを中心にお話しされました。

　次に、鳥取大学医学部
の協力を得て行った「肝臓超音波検診のまとめ」を消化器内科の杉
原誉明先生から伺いました。６月と１月に合計181名が受診し、半数
が70歳代の女性でした。超音波検査で異常が発見された人は２割で、
治療された人もありました。
　また、若桜町の人はコーヒーが好きで、コーヒーを飲んでいる人は
肝機能がよく、肝臓が硬くないということもわかったそうです。
　最後に、肝臓がんの発見には肝炎検査と超音波検査が有効だとお話
しされました。今後も肝臓超音波検査を実施していく予定です。

3/1日
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☎
お問い合わせ
農業委員会事務局
（82）２２３９
産業観光課

ＩＰ９（82）２２３８

　

農
地
を
遊
休
化
さ
せ
て
荒
廃
さ

せ
る
と
、
周
辺
農
地
の
営
農
に
支

障
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
高
齢

や
勤
め
で
耕
作
が
困
難
な
場
合
は
、

人
に
貸
し
て
、
農
地
の
有
効
利
用

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

農
地
を
農
地
と
し
て
貸
し
借
り

す
る
場
合
、
農
地
法
第
3
条
の
規

定
に
よ
り
農
業
委
員
会
の
許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
場
合
、
借
り
手
が
下
限
面
積
要

件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
り
、
手
続

き
に
労
費
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。

　

利
用
権
設
定
事
業
で
貸
し
借
り

を
さ
れ
ま
す
と
、
農
地
法
に
よ
る

許
可
が
必
要
な
く
、
簡
単
な
手
続

き
で
農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

３
月
30
日
に
農
業
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

・
利
用
権
設
定 

16
件

　

・
非
農
地
証
明
申
請
書 

１
件

　

貸
付
期
間
が
満
了
す
れ
ば
自
動

的
に
地
主
へ
返
還
さ
れ
、
離
作
料

な
ど
を
支
払
う
こ
と
な
く
貸
人
で

あ
る
農
地
所
有
者
に
返
っ
て
く
る

た
め
、
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借

り
が
行
え
ま
す
。

　

貸
付
期
間
満
了
が
近
づ
き
ま
す

と
、
農
業
委
員
会
よ
り
更
新
手
続

き
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
継

続
し
て
貸
し
借
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
農
業
委
員
ま
た
は
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
申
請
書
は
毎
月
25
日
ま
で
に
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
翌
月
の

定
例
農
業
委
員
会
で
審
議
し
決
定

し
ま
す
）

平成27年度　若桜学園教職員人事異動

 お世話になりました
♦転出（転任校）
　副 校 長　　永原　直子（丹比小）
　教　　諭　　福田第士郎（八頭中）
　教　　諭　　武田　聡美（大江小）
　教　　諭　　上山　記一（中ノ郷中）
　養護教諭　　岡田　範子（智頭中）
　栄養教諭　　盛本　真理（浦安小）
　講　　師　　池本　恭佑（岩美南小）
　講　　師　　佐々木萩子（湖南学園ほか）
　講　　師　　村山友香里（福部中）

♦退職
　校　　長　　澤田　明範
　教　　諭　　中村　範直
　事務主幹　　中尾　泰子
　講　　師　　茗荷　恵子

 よろしくお願いします
♦転入（前任校）
　校　　長　　森田　二郎（丹比小）
　教　　頭　　加藤　浩志（船岡中）
　教　　諭　　中村　明彦（南中）
　教　　諭　　小林　佳苗（安部小）
　教　　諭　　石田　健志（箕蚊屋中）
　教　　諭　　大倉さつき（桜ヶ丘中）
　養護教諭　　太田　聡美（明治小）
　栄養教諭　　岩﨑　絵里（気高中）
　事務主幹　　細田　洋子（船岡小）
　講　　師　　小谷　新一
　講　　師　　山下由美子（中ノ郷中）
　講　　師　　大下　奈々（船岡小）
　講　　師　　稲垣　友昭（岩倉小）
　講　　師　　菖蒲佳緒里（西中）
　講　　師　　山本奈緒美

平成27年４月15



４月７日（火）・14日（火）・21日（火）・
　　　　28日（火）9時～16時

地域福祉センター　ドリーミー
☎（71）0822　ＩＰ☎９（71）0822

4月14日（火）13時30分～16時　※要予約
地域福祉センター　ドリーミー

☎（82）0254　ＩＰ☎９（82）0254

　

今
回
は
敷
金
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

　

敷
金
と
は
、
賃
貸
借
契
約
終

了
時
に
お
け
る
滞
納
賃
料
や
建

物
に
関
す
る
損
害
賠
償
債
務
を

担
保
す
る
た
め
に
賃
借
人
か
ら

賃
貸
人
へ
交
付
さ
れ
る
金
銭
を

い
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
契

約
終
了
時
に
は
滞
納
賃
料
な
ど

を
控
除
し
た
残
額
が
返
金
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

賃
借
人
は
賃
貸
借
契
約
終
了

一人で悩まず、
　　　まず相談を！

～あなたは大丈夫？
　　消費者トラブルの事例～

時
に
賃
借
物
を
原
状
回
復
し
て

賃
貸
人
に
返
還
す
る
義
務
を

負
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
の

大
家
さ
ん
は
こ
れ
に
基
づ
い
て

原
状
回
復
費
用
を
負
担
し
て
ほ

し
い
と
主
張
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、原
状
回
復
義
務
と
は
、

賃
借
人
の
居
住
、
使
用
に
よ
り

発
生
し
た
建
物
価
値
の
減
少
の

う
ち
、
賃
借
人
の
故
意
、
過
失

に
よ
る
損
耗
毀
損
を
回
復
す
る

範
囲
に
留
ま
り
、
生
活
上
の
発

生
す
る
損
耗
毀
損
を
回
復
す
る

こ
と
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、「
壁
が
照
明
で

変
色
し
て
い
る
。
畳
が
日
焼
け

し
て
い
る
。
襖
が
変
色
し
て
い

る
」
と
し
て
も
こ
れ
は
通
常
発

生
す
る
損
耗
毀
損
な
の
で
、
原

状
回
復
義
務
に
含
ま
れ
ず
、
回

復
に
要
す
る
費
用
は
敷
金
か
ら

控
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

も
っ
と
も
、
本
件
で
は
、「
通

常
消
耗
分
の
原
状
回
復
費
用
は

入
居
者
の
負
担
と
す
る
」
と
の

特
約
が
あ
る
の
で
、
こ
の
特
約

が
有
効
で
あ
れ
ば
、
原
状
回
復

義
務
の
範
囲
外
で
あ
る
は
ず
の

通
常
発
生
す
る
損
耗
毀
損
に
つ

い
て
も
、
原
状
回
復
義
務
が
発

生
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
通
常
発
生
す
る
損

耗
毀
損
に
つ
い
て
ま
で
原
状
回

復
費
用
を
賃
借
人
に
負
担
さ
せ

る
こ
と
は
、
賃
借
人
に
賃
料
に

加
え
て
二
重
の
負
担
が
生
じ
、

賃
貸
人
に
不
当
な
利
得
を
生
じ

さ
せ
る
一
方
で
賃
借
人
に
一
方

的
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
も
の

で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
民
法
90
条
に

よ
り
、
ま
た
平
成
13
年
４
月
１

日
以
降
に
な
さ
れ
た
賃
貸
借
契

約
に
つ
い
て
は
消
費
者
契
約
法

10
条
に
よ
っ
て
も
、
特
約
は
無

効
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の

場
合
に
は
敷
金
を
返
し
て
も
ら

う
こ
と
が
可
能
で
す
。
敷
金
返

還
請
求
手
続
き
な
ど
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
は
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

転
勤
で
引
っ
越
す
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
大
家
さ
ん
に
入

居
時
に
納
め
た
敷
金
の
返
還
を

求
め
ま
し
た
。
し
か
し
大
家
さ

ん
は
、「
壁
が
照
明
で
変
色
し

て
い
る
。
畳
が
日
焼
け
し
て
い

る
。
襖
が
変
色
し
て
い
る
。
元

に
戻
す
に
は
敷
金
全
額
が
必
要

な
の
で
返
せ
な
い
」
と
返
事
を

し
て
き
ま
し
た
。
私
は
、「
畳

や
壁
は
人
が
住
ん
で
い
れ
ば
汚

れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
敷
金

で
修
理
す
る
の
は
お
か
し
い
」

と
抗
議
し
ま
し
た
。
す
る
と
今

度
は
、
大
家
さ
ん
が
契
約
書
を

示
し
「
通
常
消
耗
分
の
原
状
回

復
費
用
は
入
居
者
の
負
担
と
す

る
と
書
い
て
あ
る
。
お
金
は
返

せ
な
い
」
と
返
事
を
し
て
き
ま

し
た
。
敷
金
を
返
し
て
も
ら
え

ず
、
泣
き
寝
入
り
す
る
し
か
な

い
の
で
し
ょ
う
か
？

平成27年４月 16
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平
成
26
年
7
月
よ
り
開
始
し
た
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
も
平
成
27
年
3
月
9

日
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
工
事
期
間

中
は
入
館
者
を
は
じ
め
、
響
の
森
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
が
、
4
月
1
日（
水
）
〜

4
月
24
日（
金
）
の
期
間
中
は
プ
レ
オ
ー

プ
ン
（
一
般
公
開
）、
4
月
25
日（
土
）に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
を

開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
記
念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
・

創
作
体
験
が
無
料
・
女
優
の
柴
田
美
咲

さ
ん
（
幸
せ
！
ボ
ン
ビ
ー
ガ
ー
ル
に
出

演
中
）
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
く
な
っ
た
響
の
森
は
、

登
山
情
報
の
提
供
を
は
じ
め
、
ク
イ
ズ

や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
み
な
が
ら
幼
児

か
ら
大
人
ま
で
自
然
に
つ
い
て
学
べ
る

「
森
の
遊
び
広
場
」・
企
画
展
や
団
体
の

利
用
も
可
能
な
「
イ
ヌ
ワ
シ
ホ
ー
ル
」・

標
本
作
り
の
様
子
が
間
近
で
見
ら
れ
る

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ラ
ボ
」・
2
階
「
展
望
ル
ー

ム
」
で
は
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
い
で
い

た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
氷
ノ
山
の

動
植
物
な
ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報

が
ス
タ
ッ
フ
目
線
で
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
お
伝
え
し
た
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
〝
百
聞
は
一
見

に
し
か
ず
〞
ぜ
ひ
響
の
森
へ
ご
来
館
頂

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館
〝
響
の
森
〞
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川
　
大
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今
回
は
、
３
月
13
日
に
若
桜
町
公
民
館

で
開
催
し
た
男
女
共
同
参
画
講
演
会
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
例
年
と
趣
向
を
変
え
、
講
師

に
元
わ
か
さ
生
涯
学
習
情
報
館
長
の
入

江
宜
明
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
史
料
か
ら

読
み
解
く
江
戸
時
代
の
女
性
た
ち
」
を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
に
つ
い
て
少
し
ご
紹
介
し

ま
す
。
当
時
、
結
婚
は
庄
屋
に
届
け
出
て

お
り
、
離
婚
に
つ
い
て
は
夫
か
ら
妻
に
向

け
て
「
三み

く
だ
り
は
ん

行
半
」
と
呼
ば
れ
る
「
離
縁
状
・

去
り
状
」
な
ど
を
発
行
し
、
夫
が
離
婚
に

承
諾
し
な
い
場
合
は
救
済
機
関
と
し
て

「
縁
切
（
駆
込
）
寺
」
が
存
在
し
た
そ
う

で
す
。

　

ま
た
、
浅
井
集
落
付
近
に
存
在
し
た

浅
井
番
所
の
古
い
記
録
か
ら
多
く
の
女

若桜町男女共同参画
講演会を開催しました

性
が
行
き
来
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、

養よ
う

蚕さ
ん

の
出
稼
ぎ
の
た
め
氷
ノ
山
を
越
え

た
り
、
安
産
祈
願
の
た
め

米
権ご

ん

現げ
ん

に

複
数
で
参さ

ん

詣け
い

し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
当
時
の
離
婚
の
様

子
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」、「
歴
史
的
な
部
分
か
ら
江
戸
時
代

の
女
性
の
生
き
方
を
少
し
知
る
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

若
桜
町
で
は
今
後
も
講
演
会
な
ど
の

各
種
啓
発
事
業
を
通
じ
て
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
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町
長

　

小
林  

昌
司

韓
国
ハ
ー
ブ
ナ
ラ
農
園
の
李イ

鎬ホ

淳ス
ン

夫
妻
が
来
町（
４
月
25
日
）

　

私
た
ち
が
国
際
交
流
で
、
韓
国

の
平
昌
郡
に
行
け
ば
、
必
ず
見
学

す
る
の
が
ハ
ー
ブ
ナ
ラ
農
園
で
あ

り
ま
す
。
今
回
、
平
昌
郡
の
郡
守

さ
ん
の
ご
紹
介
で
、
ハ
ー
ブ
ナ
ラ

農
園
の
李
鎬
淳
さ
ん
夫
妻
が
若
桜

町
と
の
交
流
の
懸
け
橋
と
し
て
来

町
さ
れ
ま
す
。

　

ハ
ー
ブ
ナ
ラ
農
園
は
、
町
が
友

好
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る
江

カ
ン
ウ
ォ
ン原

道ド

平
ピ
ョ
ン

昌
チ
ャ
ン

郡グ
ン

に
あ
る
韓
国
で
有
名

な
ハ
ー
ブ
農
園
で
す
。
年
間
50
万

人
の
観
光
客
が
訪
れ
、
地
元
に
60

人
の
雇
用
を
生
ん
で
い
ま
す
。
韓

国
で
は
、
６
次
産
業（
栽
培
・
加
工
・

販
売
）、
帰
農
・
帰
村
の
成
功
事
例

と
し
て
有
名
で
あ
り
ま
す
。

　

様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
、

ゼ
ロ
か
ら
価
値
を
生
み
出
す
ハ
ー

ブ
ナ
ラ
農
園
の
取
組
み
か
ら
、
若

桜
町
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
講
演
日
時
】

４
月
25
日
14
時
30
分
〜
16
時

【
場
所
】若
桜
町
公
民
館
集
会
室

【
講
演
内
容
】

「
ハ
ー
ブ
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」

削
減
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
毎
年
氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
の「
高

原
の
宿　

氷
太
く
ん
」や「
若
桜
鉄

道
」に
つ
い
て
は
、
多
額
の
経
費
を

必
要
と
し
て
お
り
ま
す
。
施
設
が

経
年
劣
化
し
て
お
り
、
そ
の
修
繕

費
用
が
か
さ
ん
で
き
ま
す
し
、
無

駄
遣
い
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
思
い
切
っ
て
行
財
政

改
革
を
行
い
、
さ
ら
に
効
率
の
よ

い
行
財
政
運
営
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
し
、
観
光
開
発
事

業
団
の
あ
り
方
な
ど
組
織
の
見
直

し
や
検
証
を
十
分
に
行
い
、
将
来

に
備
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
に
対
応
し
た

計
画
も
９
月
末
ま
で
に
は
総
合
戦

略
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
現

段
階
で
は
少
し
取
組
み
が
遅
れ
て

お
り
ま
す
が
、
若
桜
町
の
実
態
に

合
っ
た
若
桜
町
版
の
計
画
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問

に
中
尾
理
明
議
員
、
山
根
政
彦
議

員
、
前
住
孝
行
議
員
、
上
川
裕
見

子
議
員
、
小
林
誠
議
員
の
５
人
が

立
ち
、
今
後
の
町
行
政
に
つ
い
て

町
長
の
姿
勢
を
問
い
ま
し
た
。
新

し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
す
が
、
今
、

職
員
が
本
当
に
し
っ
か
り
し
な
い

と
行
政
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

職
員
一
丸
と
な
っ
て
立
ち
向
か
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

若
桜
町
の
林
業
施
策
に
思
う

「
若
桜
材
倍
増
化
奨
励
金
」を

交
付

　

３
月
７
日
に
若
桜
町
公
民
館
で
、

平
成
26
年
度
若
桜
町
森
林
・
林
業

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
演
で
は
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア

林
業
の
現
状
」と
題
し
て
、
鳥
取
県

林
政
企
画
課
の
小
山
敢
林
業
専
門

技
術
員
の
お
話
し
を
聞
い
た
後
、

役
場
産
業
観
光
課
の
山
中
泉
参
事

か
ら「
若
桜
町
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
取

組
み
な
ど
」に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
、
若
桜
町
の
山
が
動
き
か
け

ま
し
た
。
森
林
組
合
の
間
伐
材
の

搬
出
は
８
，０
０
０
㎥
、
そ
の
他

に
２
，０
０
０
㎥
の
搬
出
で
、
今
、

１
０
，０
０
０
㎥
ほ
ど
の
搬
出
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
31
年

度
の
目
標
は
、
若
桜
町
で
２
５
，

０
０
０
㎥
か
ら
３
０
，０
０
０
㎥
の

搬
出
が
で
き
る
目
標
で
あ
り
ま
す
。

１
０
，０
０
０
㎥
の
搬
出
を
行
う
の

に
年
間
20
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

６
年
前
に
、
八
頭
中
央
森
林
組

合
に
加
入
す
る
ま
で
は
、
搬
出
が

ゼ
ロ
だ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
森

林
組
合
に
加
入
し
て
よ
か
っ
た
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
伐
期
が
来

て
い
る
若
桜
町
の
森
林
に
は
、
相

当
の
材
積
が
あ
り
ま
し
て
、
今
後
、

八
頭
中
央
森
林
組
合
で
は
若
桜
が

主
流
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
林
業
施

策
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
冷

え
切
っ
た
林
業
生
産
者
の
皆
さ
ん

も
少
し
ず
つ
林
業
に
対
す
る
取
組

み
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
先
行
型
事
業
と
し

て
、
間
伐
を
推
進
す
る
た
め
、
若

桜
材
の
生
産
増
加
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た「
森
林
整
備
促
進
集
落

応
援
事
業
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　

集
落
な
ど
の
話
し
合
い
に
よ
り
、

概
ね
10
ha
以
上
の
間
伐
実
施
を
と

り
ま
と
め
協
定
が
で
き
、
翌
年
度

ま
で
に
着
手
す
る
場
合
に
は
１
ha

２
万
円
の「
若
桜
材
倍
増
化
奨
励

金
」を
交
付
し
ま
す
。
27
年
度
分

３
０
０
万
円
を
予
算
化
し
て
お
り

ま
す
。
若
桜
町
の
間
伐
が
早
く
進

む
こ
と
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
森
林

関
係
者
の
就
労
増
に
結
び
付
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

３
月
定
例
議
会
終
了

　

平
成
27
年
３
月
定
例
議
会
は
、

３
月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
24
日
に

全
議
案
を
可
決
し
て
い
た
だ
き
閉

会
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
新
し
い
事
業
と
し
て

は
、
役
場
庁
舎
の
耐
震
改
修
と
窓

枠（
サ
ッ
シ
）の
改
修
、
若
葉
団
地

の
住
宅
建
替
、
小
船
・
大
野
・
中

原
・
栃
原
の
水
道
施
設
の
統
合
、

わ
か
さ
こ
ど
も
園
に
併
設
す
る
子

育
て
世
代
間
交
流
施
設
の
建
設
、

林
道
諸
鹿
屋
堂
羅
線
の
開
設
な
ど

に
総
額
33
億
３
，
６
０
０
万
円
の

一
般
会
計
当
初
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
繰
越
事
業
は
、
25
件
、

２
億
８
，
０
０
０
万
円
あ
り
ま
す
。

　

年
々
、
町
税
が
減
少
し
て
お
り
、

２
億
２
，０
０
０
万
円
程
度
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
予
算
編
成
を
し
て

み
て
、
経
常
経
費
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
思
い
切
っ
て

平成27年４月 18



ふれあい交流センターだより

であい・ふれあい・つながりあい
花 み ず き

今月の言葉　つえをつく　おとしよりを　大切に

★高齢者の料理講習会 2月27日（金）
　皆さんが健康で長生きしていただくために食生活改善推進委員、包括支援センター職員、栄養士が合
同で料理講習会を行いました。
　初めに血圧を計り健康チェックをした後で、口、のど、首の筋肉を軟らかくし、飲み込みをスムーズ
にするための訓練（体操）をしました。
　その後で、山本栄養士さんの「元気に過ごすための食事の話」をしていただきました。歳とともに食
事量が減り、漬け物や納豆などで済ませ、栄養不足で体力・免疫力が低下し、転んで骨折するハメに．．．。
自分の体を守るもとは自分でとる栄養です！元気で生き生きと暮らすために、毎日の積み重ねの大切さ
を学びました。
　調理実習は、食生活改善推進委員さんと一緒に料理を作り美味しくいただきました。

　午後からは、「認知症ってなあに？」のテーマで尾坂社会福祉士さんのお話しを聞きました。
　認知症はどんな症状？認知症の人との接し方のビデオを見た後に、認知症予防ゲームをして認知症へ
の理解を深めました。

交流事業………読み聞かせ教室（毎月１回）・交流キャンプ（８月）・デイキャンプ（８月）
　　　　　　　交流スキー（２月）
福祉事業………健康づくり人づくり・健康料理教室・書道教室・手芸教室
相談事業………人権相談・福祉相談・産業、職業相談・教育相談・その他
※ この事業は、町民が参加していただき交流を深めることで、誰もが安心して暮らせる差別と
偏見のないまちづくりを目指す大切な事業です。皆さんの参加をお待ちしています。

ふれあい交流センター（お知らせ）

平成27年４月19



1

1 3
2 4

IP

3 14

こどもの読書週間　４月23日～５月12日

20平成27年４月



わ
か
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水
プ
ー
ル
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よ
り
☎

・インドクリスタル 篠田　節子 ・好かれる女と面倒な女の習慣 関下　昌代

・姫路・城崎温泉殺人怪道 梓　林太郎 ・子どものグズグズがなくなる本 田嶋　英子

・暗号名は「金沢」 西村　京太郎 ・ネット世論が日本を滅ぼす 中田　安彦

・京都石塀小路殺人事件 木谷　恭介 ・日本の「運命」について語ろう 浅田　次郎

・悲嘆の門　　上・下 宮部　みゆき ・高峰秀子解体新書 斎藤　明美

・冷蔵庫を抱きしめて 荻原　浩 ・知識ゼロからの古墳入門 広瀬　和雄

・千春の婚礼 平岩　弓枝 ・最速上達バッティング 平野　裕一

・影踏み鬼 葉室　麟 ・２１世紀の資本 トマ　ピケティ

・絶唱 湊　かなえ ・レシピの女王ＢＥＳＴレシピ 宝島社

・透明カメレオン 道尾　秀介

・女王はかえらない 降田　天 ・神様の御用人　　１～３ 浅葉　なつ

・桑港特急 山本　一力

・嗤う淑女 中山　七里 ・おーばあちゃんはきらきら たかどの　ほうこ

・奴隷小説 桐野　夏生 ・妖怪きょうだい学校へ行く 富安　陽子

・点をつなぐ 加藤　千恵 ・こぶたのピクルス 小風　さち

・ロストデイズ 大崎　善生 ・動物と話せる少女リリアーネ　10 タニア　シュテーブナー

・朽ちないサクラ 柚月　裕子

・雨に泣いてる 真山　仁 ・ぼく、おおきくなるからね！ くすのき　しげのり

・パノララ 柴崎　友香 ・おさるのジョージ　ピザをつくる Ｍ．レイ

・ほんとうの贅沢 吉沢　久子 ・ともだちべんとう 木坂　涼

・生きている。ただそれだけで、ありがたい。 新井　満 ・コロッケです。 西村　敏雄

・無頼のススメ 伊集院　静

・ぐつぐつ、お鍋 阿川　佐和子 ・情脈　　平成 27 年２月号 情脈短歌会

・女流作家のモダン東京 生田　誠 ・鳥取県市町村要覧　平成 26 年度 鳥取県市町村振興協会

新　　着　　図　　書

　26年度水泳教室は、どの教室
も無事終了しました。楽しんで
泳ぎ、みんなが上達し、また健
康な身体になればなによりです。
　27年度も町民の皆さまに、よ
り一層利用していただけるよう、
様々な教室を企画しております。
ぜひご参加ください♪
※詳細は後日お知らせします。

小学生水泳教室で頑張った生徒の皆さんの一年の成果を試しました！

わかさこども園の園
児も

上達しました。

★

★

★

★

★
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　３月９日(月)、若桜町公民館池田分館で高齢
者健康学習会を開催しました。
　講師にフィットネスジャングルの木原いずみ
運動指導員を迎え、「介護予防のための運動術」
をテーマに指導していただきました。
　講師から階段の上がり降り、つまずき予防に
はどの筋肉を強くするとよいかなどの話しを聞
きながら、手足の指先、ふくらはぎやひざを使っ
た運動を教わりました。
　また、脳の活性化に役立つ動きも教わり、みんなで全身を使いながら楽しく運動しました。
　どれも簡単にできるもので、少しずつでも継続して元気に過ごしたいものです。

　３月19日（木）、今年度最後となる寿大学は、君野和枝さん
のピアノ伴奏に合わせて、童謡やなつかしの歌謡曲を歌って
講座を締めくくりました。マイクを手渡せば積極的に歌って
くださる方も多くあり、歌に合わせて手拍子を打つなど、皆
さんが笑顔で楽しんでおられました。
　また、わかさ読み聞かせグループ「もこもこ」のみなさん
による『ずいとんさん』の読み聞かせも行われ、「子どもの
頃紙芝居で見た」と懐かしんでおられる受講生もありました。
その後、閉講式が行われ、皆勤賞３名の方に高木教育長から
賞状が手渡されました。

　３月14日（土）から16日（月）までの３日間、若桜町公民館池
田分館でふれあい作品展を開催しました。毎年この時期に開催
しているもので、園児、小学生から高齢者まで多くの世代のみ
なさんが、日頃制作したものを展示します。
　今年も子どもたちのかわいらしい絵画や習字、グループや個
人の押絵や手芸、木工品や生け花など多くの作品が出品されま
した。３日間を通じて天候にも恵まれ、町外から訪れる方もあ
り、多くの来場者で賑わいました。

介護予防のための運動術
～高齢者健康学習会～

歌と読み聞かせで講座を締めくくり
～第１２回若桜氷ノ山寿大学～

園児から高齢者までの作品を展示
～池田分館ふれあい作品展～

平成27年４月 22
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　３月15日（日）、昨年12月若桜町公民館入口正面に設置
した薪ストーブを利用した『ピザ祭り』を開催しました。
　ピザ生地を丸くのばす作業は、子どもたちには少し難し
いようでしたが、ウインナーや玉ねぎ、ピーマン、ゆで卵、
チーズなど、好みの具材をトッピングしている姿は楽しそ
うでした。トッピングしたピザは、200℃を超す高温の薪
ストーブの中で焼いておいしくいただきました。
　変わり種の餃子の皮を使ったピザは、大人からは「おつ
まみにいいな」などと大好評で、子どもたちも「おいしい
おいしい」と言ってお腹いっぱい食べていました。
　この講座には、薪ストーブ納入業者（オフィス・チムニィ）
にご協力いただき、楽しい『ピザ祭り』を開催することが
出来ました。

薪ストーブの熱を利活用
～ピザ祭り～

　子どもたちが大好きなキャラクター　アンパンマンの「飾り巻きずし
体験講座」を開催します。

　　【日　時】４月 26日（日）10時～ 12時
　　【場　所】若桜町公民館

詳細については、広報わかさ４月号折り込みチラシをご覧ください。

体験講座のお知らせ

平成27年４月23



４月26日（日）10時30分～16時
倉吉未来中心（倉吉市駄経寺町）

　○打吹音楽倶楽部ブレーメンコンサート
　○ 吉本興業芸人（鳥取県住みます芸人ほのまる）
　　「男女共同参画」パフォーマンス
　○ 自分磨きセミナーＮＨＫ連続テレビ小説からみた

女性の生き方～「おはなはん」から「マッサン」ま
で～など

よりん彩記念日フォーラム2015実行委員会
☎0858（23）3901

　働きたくても働けない、生活に困っているなど、生活
全般にわたる困りごとの相談窓口が４月から若桜町社
協と役場町民福祉課に設置されました。一人ひとりの
状況に合わせた支援プランを作成し、専門の支援員が
寄り添いながら解決に向けた支援を行いますので、ま
ずはご相談ください。

若桜町社会福祉協議会（生活総合相談窓口）
☎（82）0254
IP☎9（82）0254
役場町民福祉課窓口
☎（82）2233
IP☎9（82）2232

　同じ経験をした者同士（家族）という親近感・安心感
を活かし、精神障がいという特性のため内にこもりが
ちな方が相談するためのきっかけ作り、また必要に応
じて相談者を専門の機関へつなぐ役割を担うなどの
目的で家族相談ダイヤルを実施します。一人で悩ま
ず、お気軽にお電話ください。
■相談料無料（通話料は別途掛かります）
■匿名での相談可能

毎月第１・３木曜日　13時～16時
090（3880）3498

鳥取県立精神障害者家族会連合会
　　　　　　　☎0857（21）3031

　身体障害者手帳など（戦傷病者手帳・療育手帳・精
神障害者保健福祉手帳を含む）の交付を受けている
個人が使用する軽自動車などについては、申請により
軽自動車税が減免される場合があります。
　減免できるのは普通車も含め１人１台です。（障が
いの区分および等級によっては減免できない場合が
あります）
　詳しくは役場税務課へお問い合わせください。
○申請に必要なもの
　自動車検査証、身体障害者手帳、運転免許証、印鑑
○申請期間
　４月１日（水）～４月７日（火）

【お問い合わせ】役場税務課
　　　　　　　☎（82）2234
　　　　　　　ＩＰ☎9（82）2234

　若桜町内は古くから林業
で栄え、多くの木地師が居住
していた記録が残るなど木
工芸も発達しました。
　今回は町内出身・在住の方
が制作された挽物やコマな
ど様々な分野の木工作品を
展示します。

５月２日（土）～31（日）　９時～17時
月曜日（祝日の場合、翌日）

たくみの館　☎（82）2213
　　　　　　 　　　　　　 IP☎9（82）2213

よりん彩記念日フォーラム2015（参加無料）

生活困窮者自立支援制度が始まります。

精神障がい者家族相談ダイヤルを実施

軽自動車税の減免申請を受け付けます

たくみの館企画展示

「若桜の木工作品展」

シルバー人材センターがお手伝いします！

墓地の清掃 タンスなどの解体

襖・障子の張り替え

若桜町シルバー人材センター
（若桜町公民館２階）

☎(71)0411　IP☎9(71)0411

草刈り
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戸籍の窓口

　　　　＜4月リサイクルファクトリー・スケジュール＞
リファーレンいなば

内　容 日　時 定員 費用

健康布ぞうり ４月11日（土）
10時～15時 10人 100円

木工
ゆらゆらくじら

４月14日（火）
10時～12時 ４人 100円

マイバッグ ４月15日（水）
10時～15時 10人 無料

裂き織り ４月21日（火）
10時～15時 ４人 実費

ころころポーチ ４月22日（水）
10時～15時 10人 実費

風呂敷の包み方 ４月26日（日）
10時～12時 20人 無料

飼い主の皆さまへお願い
●犬はつないで飼いましょう。
　飼い主の目の届かないところで、他人の土地をフ
ンや尿で汚したり、物を壊したりするほか、他人を攻
撃し、けがを負わせる恐れもあります。また、交通事
故にあう危険性も高く、病気にかかる原因にもなり
ます。
　周囲への迷惑を考えるとともに、飼い犬の安全の
ためにも、犬はつないで飼いましょう。

●散歩中にしたフンは必ず持ち帰りましょう。
　置き去りにされたフンを見ると誰でも嫌な気持ち
になります。家族の一員として周りの人から理解を
得られるよう、散歩中にしたフンは必ず持ち帰って
ください。また、犬の尿も木・花を枯らす原因となる
ことがあります。他人へ迷惑がかからない心遣いが
大切です。

●犬に適切なしつけをしましょう。
　しつけは、犬との絆を築く、最も有効な手段です。
良いしつけをするためには、飼い主が犬の本能を理
解して、犬のリーダーになる必要があります。犬の
リーダーとなり、犬に安心感を与えることで、犬の寿
命も長くなります。犬の欲求を満たすだけでは、犬の
自我を強くするだけで、結果的に人に危害を加える
原因となります。愛情を持って根気強くしつけるこ
とが大切です。

●こんなときは、相談しましょう！
■飼い犬をどうしても飼えなくなったとき。
■鳥取県に保護された犬を飼いたいとき。
■飼い犬が迷子になったとき。
■迷子の犬を保護したとき。

○お気軽に、ご相談ください。
　役場町民福祉課
　☎（82）2232　IP☎９（82）2232
　鳥取県東部総合事務所生活安全課
　☎0857（20）3675

※詳しくは、電話でお問い合わせください。
※上記以外の体験講座や、外部出張も行います。
　お気軽にご相談ください。

　リファーレンいなば（鳥取市伏野２２２０）
　☎0857（59）6026

月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
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家族介護者手当を支給します
　家族介護者の労苦をねぎらうとともに、経済的負担の
軽減を図るため、寝たきりの高齢者などを在宅で長期に
わたり介護されている家族の方に を支
給します。対象と思われる方は申請をお願いします。

次の1から3の条件を全て満たす方が対象となります。
　１．町内に引き続き６ヶ月以上住所を有している方。
　２． と同居している方。
　３．日常生活の介護に常時あたっている方。
※ とは、下記の①から③の条件を全て満
たす方です。

　① 介護保険要介護状態区分要介護３～５の認定を
受けている方、または障害福祉サービス受給者証
に記載されている障害程度区分４～６の認定を
受けている方。

　② 町内に引き続き６ヶ月以上住所を有し、在宅で生
活している方。

　③ 過去６カ月以内に施設利用がない方。（ショートス
テイは除く）

※ ただし、病院・診療所やこれらに類似する施設に入
院・入所した月であっても、月20日以上在宅で介護
していた期間であれば支給します。

申請期間 介護対象期間 支給額
平成27年4月1日から
平成27年4月30日まで

平成26年10月1日から
平成27年3月31日

月額
5,000円

○ 「家族介護者手当支給申請書」により、町民福祉課で
申請をしてください。

○申請期間内の申請をお願いします。

役場町民福祉課　☎（82）2232
　　　　　　　　IP☎９（82）2232

平成27年４月25
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お知らせ

4月の「こんにちは移動町長室」は

日（日）月 と　き…９時～11時
ところ…根安公民館

さくら4号

やめよう
飲酒運転

郡家警察署管内
平成27年3月　飲酒運転違反者（町内在住者）

みんなで育てよう　若桜鉄道

1,457戸 3,580人　

人 口 と 世 帯 数

平成27年3月1日現在
住民基本台帳に記載された外国人を含む

世帯 人口

男性1,688人
女性1,892人

毎月第3水曜日は、ノーマイカーデーです。 再生紙を使用しています

人

保 健 セ ン タ ー  

ゆ は ら 温 泉

子育て支援センター  

●毎月８日「若桜町歯の日」
●子育てひろば
　４月14日（火）９時30分～12時
　場所…ゆうゆうわかさ
●遊びの広場
　毎週火・木曜日　9時30分～12時
　場所…ゆうゆうわかさ２階
●４月16日（木）
　「ゆはら温泉の日」（入浴料半額）

若桜町消防出初式
4月5日（日）10時30分～ 場所/ふれあい広場ほか

わかさこども園入園式
4月6日(月)10時～ 場所/わかさこども園

消費生活相談
4月7日(火)・14日（火）・21日（火）・28日（火）
9時～16時 場所/ドリーミー

若桜学園入学式
4月9日(木)9時30分～ 場所/若桜学園

若桜鉄道SL走行社会実験
4月11日（土）9時～12時 場所/若桜駅～八東駅

因州若桜さくら祭り
4月12日（日）10時～ 場所/若桜駅構内・駅前広場

人権相談
4月14日(火)9時～12時 場所/ドリーミー

行政相談
4月14日(火)９時～12時 場所/ドリーミー

法律相談
4月14日（火）13時30分～16時 場所/ドリーミー

障がい者相談
4月16日（木）9時～12時 場所/ドリーミー

自治会長会
4月18日（土）9時～12時 場所/若桜町公民館

若桜鉄道協力会総会
4月18日（土）12時40分～13時40分 場所/若桜町公民館

納税組合長会
4月18日（土）14時～15時 場所/若桜町公民館

公民館長会・体育協会総会
4月18日（土）15時10分～ 場所/若桜町公民館

保健委員会・環境衛生委員会
4月19日（日）10時～ 場所/若桜町公民館

響の森リニューアルオープニングイベント
4月25日（土）10時30分～ 場所/響の森

江
カン

原
ウォン

道
ド

平
ピョン

昌
チャン

郡
グン

ハーブナラ農園園長講演会
4月25日（土）14時30分～16時 場所/若桜町公民館

行事予定

☎ ☎

鳥取県知事選挙・鳥取県議会議員選挙

投票日は４月12日（日）７時～20時です。

今月のイ
ベント告

知

～因州若
桜さくら

祭り～


